
改
選
後
の
臨
時
議
会
が
５
月

15
日
か
ら
21
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

県
議
会
の
役
職
や
委
員
構
成
な

ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

15
日
に
は
議
長
、
副
議
長
選

挙
が
行
な
わ
れ
、
議
長
に
は
野

川
正
文
議
員
、
副
議
長
に
は
伊

藤
重
成
議
員
（
い
ず
れ
も
自
民

党
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
山
形
県
議
団
の

所
属
委
員
会
は
、

渡
辺
ゆ
り
子
議
員

厚
生
環
境
常
任
委
員
会

産
業
振
興
対
策
特
別
委
員
会

関
徹
議
員

商
工
労
働
観
光
常
任
委
員
会

人
材
育
成
対
策
特
別
委
員
会

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
質
問
割
り
当
て
は
、

６
月
定
例
会
に
一
般
質
問
、
12

月
定
例
会
に
予
算
特
別
委
員
会

の
質
問
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
議
会
６
月
定
例
会
の
開
会
は
、

６
月
22
日
の
見
込
み
と
な
っ
て

お
り
、
日
本
共
産
党
山
形
県
議

団
は
、
関
徹
議
員
が
初
の
一
般

質
問
に
臨
む
予
定
で
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
二
人
に
な
っ
た

力
を
発
揮
し
、
み
な
さ
ん
の
声

を
よ
り
一
層
代
弁
し
て
い
く
決

意
で
す
。
よ
ろ
し
く
ご
協
力
、

ご
支
援
く
だ
さ
い
。

６
月
定
例
会
の
請
願
締
め
切

り
も
開
会
日
の
６
月
22
日
の
見

込
み
で
す
。

日
本
共
産
党
山
形
県
議
団
、

渡
辺
ゆ
り
子
・
関
徹
両
県
議
は
、

18
日
、
改
選
後
初
議
会
で
選
出

さ
れ
た
野
川
正
文
議
長
に
対
し

て
、
議
会
改
革
に
関
す
る
11
項

目
の
提
案･

申
し
入
れ
を
行
な
い

ま
し
た
。

少
数
会
派
の
意
思
を
尊
重
す

る
民
主
的
改
善
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
、
各
項
目
を
挙
げ

ま
し
た
。

現
在
、
会
派
の
人
数
に
よ
っ

て
一
般
質
問
や
予
算
特
別
委
員

会
の
質
問
が
割
り
当
て
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
一
般
質
問
は
定
例

会
ご
と
希
望
す
る
全
議
員
に
行

な
わ
せ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、

○
４
年
間
１
０
０
万
円
を
限
度

と
し
た
海
外
視
察
（
現
在
中
止

と
な
っ
て
い
る
）
は
、
廃
止
を

○
各
委
員
会
の
委
員
外
発
言
の

保
障

○
請
願
者
に
配
慮
し
た
委
員
会

審
査
、
請
願
者
の
意
見
聴
取
の

機
会
を
設
け
る
こ
と

○
会
派
協
議
会
の
内
容
、
資
料

の
全
議
員
へ
の
公
開

○
政
務
活
動
費
収
支
報
告
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開

な
ど
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
求

め
ま
し
た
。

５
月
21
日
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反

対
山
形
県
連
絡
会
議
（
山
形
県

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
、
森
林
組
合
、

医
師
会
、
商
工
団
体
連
合
会
、

生
協
連
、
農
民
連
、
民
医
連
、

県
労
連
な
ど
21
団
体
で
構
成
）

は
、
市
内
霞
城
公
園
で
集
会
を

開
き
、
約
１
５
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
渡
辺
ゆ
り
子
、

関
徹
両
県
議
も
来
賓
と
し
て
参

加
し
、
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
山
形
中
央

会
の
長
沢
豊
会
長
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
国
の
主
権
を
揺
る
が
し
か
ね

な
い
も
の
だ
が
、
秘
密
交
渉
で

進
め
ら
れ
て
い
る
。
国
会
決
議

を
遵
守
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

く
」
と
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
県
生
協
連
な
ど
３
団
体
が

リ
レ
ー
発
言
を
し
ま
し
た
。
吉

村
美
栄
子
知
事
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反

対
運
動
を
総
力
を
挙
げ
て
展
開

し
て
い
く
」
と
す
る
集
会
宣
言

を
採
択
し
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
参
加
者
は
市

内
を
デ
モ
行
進
し
、
私
も
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
反
対
」
「
国
会
決
議
を
守

れ
」
な
ど
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
し
な
が
ら
参
加
者
と
と
も

に
市
内
を
歩
き
ま
し
た
。

５
月
23
日
、
実
行
委
員
会
主

催
の
「
何
で
も
相
談
会
」
に
相

談
員
の
一
人
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

大
震
災
、
原
発
事
故
か
ら
４

年
以
上
経
過
し
て
避
難
者
の
方
々

の
思
い
や
実
状
は
多
様
で
あ
り
、

問
題
が
長
期
化
し
て
い
ま
す
。

東
京
電
力
へ
の
賠
償
請
求
、

住
宅
や
生
活
の
課
題
、
子
ど
も

の
教
育
の
こ
と
、
除
染
が
な
か

な
か
す
す
ま
な
い
こ
と
へ
の
憤

り
な
ど
な
ど
、
何
よ
り
国
が
し
っ

か
り
受
け
止
め
、
対
応
す
べ
き

な
の
に
支
援
打
ち
切
り
へ
の
不

安
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と

も
感
じ
ま
し
た
。
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日
本
の
平
和･

安
全
と
は
？

安
倍
政
権
の
戦
争
法

案
に
反
対
の
声
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

政

府
は

さ

か

ん
に

「
日
本
の
平
和
、
安
全

の
た
め
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
本
当

に
国
民
の
平
和･

安
全

を
思
う
な
ら
、
災
害
対

策
や
食
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
つ
い
て
少
な
く

と
も
将
来
に
向
か
っ
て

安
心
で
き
る
見
通
し
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

し
か
し
、
実
際
は
原

発
再
稼
動
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
妥
結
な
ど
に
向
け
て

躍
起
と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
の
言
っ
て
い

る
平
和･

安
全
は
、
結

局
軍
備
に
よ
る
抑
止
力

に
特
化
し
た
「
戦
争
で

き
る
国
づ
く
り
」
に
他

な
ら
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
明

確
な
憲
法
違
反
だ
と
思

い
ま
す
。
戦
争
法
案
は
、

廃
案
に
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
反
対
の
声
、

運
動
を
大
き
く
広
げ
ま

し
ょ
う
。

ゆ
り
子
の視点
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